
　高大接続改革の目的である「学びの接続」を実現するためには、高等学校と大学双方の「対話」が重要である。
　大学が、大学教育、大学入学者選抜の在り方を考えていくにあたっては、一人ひとりの若者の資質・能力をどのように評価し、
自校の特色ある教育でどのように育成し社会に繋いでいくか、といった観点が必須である。それには高等学校までの学びの把握・
理解が欠かせない。また、高等学校も、大学入試への対応だけでなく高等学校までの学びを大学に発信していくことも重要では
ないだろうか。
　こうしたことから、今年度の分科会は、第1部の内容や各校の実践事例等を踏まえた上で、「学びの接続」について、高等学校
と大学双方で対話しともに考える機会としたい。
　なお、これまで「表現技法」「数学」「英語」「理科」の4つの分科会を設定してきた。今年度は、京都府教育委員会、京都市教
育委員会、京都府私立中学高等学校連合会、大学コンソーシアム京都で検討し、上記趣旨、更には2020年度からの「大学入学
共通テスト」も見据え、同テストに記述式問題が導入される「国語」、更には「地歴・公民」の分科会を設けることとした。
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高大連携教育フォーラム

会場地図

公益財団法人  大学コンソーシアム京都
教育開発事業部
〒600-8216　京都市下京区西洞院通塩小路下ル キャンパスプラザ京都（月曜休館）
TEL：075-353-9153（直）　TEL：075-353-9100（代）　FAX：075-353-9101
URL：http://www.consortium.or.jp

お問い合わせ先
【火～土 9：00～17：00】

▪注記
①先着順となります。
②申込手続き完了後の参加分科会の変更はできませんのでご注意ください。
③「メールアドレス確認フォーム」を入力・送信後、「参加申込フォーム」URLの通知メールが届かない場合、
誤入力等の可能性がございます。お手数ですが再入力・再送信してください。
④申込手続き完了後、「申込完了メール」が届かない場合は、ご面倒ですが、大学コンソーシアム京都まで
お問い合わせください。
⑤申込手続き完了後、郵送にて振込票（請求書）をお送りいたしますので、最寄りのコンビニエンスストア
（銀行などの金融機関では不可）で参加費をお支払いください。
　参加費支払締切：	2018 年 11 月 16 日（金）
⑥お支払いただいた参加費は、いかなる理由があっても返金には応じられません。予めご了承ください。
⑦参加費をお支払いただいた後、やむを得ずご欠席された方につきましては、後日、「レジュメ・資料集」「報
告集」を送付いたします。

▪申込期間
10月 5日（金）9：00～11月2日（金）17：00

▪申込手順
１．WEBからのお申込み（先着順）
２．参加費のお支払い
３．メールにて参加証の受領
４．当日参加証の持参

下記、大学コンソーシアム京都の
WEBサイトからお申込みください。

第2部 分科会 １5：30～ 17：30

※各プログラムの概要については、HPをご確認ください。

【アドミッション専門人材開発】 【高大社連携キャリア教育】




